
４月記者懇談会 

 

令和２年 4 月 24 日（金） 

 午後１時 30分 203 会議室 

 

 

 

 

町長月間予定 総務課 

 ・月間行事予定の説明 

 

町の主なトピックス（担当課ＰＲ分） 

・町内飲食店テイクアウト、出前・出張サービス「みのわ 町デリ」について 

（企画振興課 まちづくり政策係） 

 新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、飲食店は厳しい状況にあります。 

町内の皆様も外出制限があり、不安な状況で過ごされています。 

そのような状況の中で、主に飲食店を中心にしまして地域の事業所等が協力しながら「み

のわ 町デリ」が創設されております。チラシにつきましては「広報みのわの実５月号」

に同封し全戸に配布しております。またＨＰも開設しております。 

町民皆で力をあわせ応援していただきますよう、よろしくお願い致します。 

（中心になって立ち上げられました大内氏） 

 「町デリ」と言う形で色々な方に相談をし始めさ

せていただいたところです。 

普段から飲食業界・サービス業会をご支援いただ

き皆さんありがとうございます。 

出張サービスなど、様々な企業が町に良いことを

していますが、なかなかアピールできていないとい

う現状を知っていまいしたので、そういうものも活

用し今後、福祉事業や買い物弱者などにも対応でき

るように膨らませたいと思い「みのわ 町デリ」を

立ち上げました。これからも加盟店を増やしていくことによりこの企画は膨らんでいくと

信じていますので、皆様よろしくお願い致します。 

（町長） 

今回、地域の皆様の発案で「みのわ 町デリ」というものを作成していただくというこ

とは大変ありがたく思っております。 

今後の運営とか将来的なことを考えると、買い物弱者への対応等への広がりを持たせた
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いということや、飲食店だけではなく大変多くの業種が入っていますので今後の広がりが

期待できると思っております。 

28日に町臨時議会がありますが、「みのわ 町デリ」に合わせまして、町として新型コロ

ナウイルス対策の意味合いで応援事業を上程する考えでいます。 

高校３年生１８歳までの方に、テイクアウト、デリバリーを利用する皆様にクーポン券

を配布することで、特に子どもたちは家に閉じこもって生活をしておりますので、食事の

テイクアウト・デリバリーで気晴らし含めて楽しんでもらいたい思い制度設計をしており

ます。 

 

記者）現在、何店舗が加入していますか。 

⇒34 店舗ですが、現在も増えています。 

4 月末までは登録は無料ですが、5 月からは有料となりますので、期限を延ばすか

もしれませんが、お早めに登録をお願いしたいと思います。 

 

記者）開始は、登録が済んだ6 月以降と言うことですか。 

⇒もう始まっています。 

「町デリ」の最終形はまだ出来上がっていませんが、始まってはいますので、登

録されたところにテイクアウト、デリバリーをお願いすれば出来るようになって

います。 

 

記者）どのおうな思いで企画されたのでしょうか。 

⇒様々な業種があり様々なことをやっていますが、発信のしかたが曖昧でしたので、

それを一つにまとめることにより、注目度は上がっていく。良いマーケットがあ

るので発信力をまとまたという形です。 

 

記者）コロナが収束した後も続けるということですか。 

⇒そうです。 

 

記者）飲食店の皆様の反響とか、利用されているお客様の反響を知りたいのですが。 

⇒通常営業の時よりも来客数が増えているところもあります。 

行ったことのないお店に気軽に行けるような環境になり、入りづらかったお店と

かにも気軽に入れるようになっています。 

 

記者）飲食店だけではなく、町内の理容や美容院さんなども登録されているが、利用状

況はどうですか。 

⇒直接は聞いていませんが、お客様は減っているみたいです。出張サービスも減っ

てしまったそうです。 



記者）葬儀・お通夜を担う業者が登録されているが、その業者が提供するデリバリーと

はどのようなものか。 

⇒出向いて何かを提供できる事業者であるので登録されています。 

 

・「地域交通検討会議」委員募集について（企画振興課 まちづくり政策係） 

小中高生、高齢者などの交通弱者でも目的地へ移動可能となるような、公共交通だけで

なく地域の資源を活用した交通手段・交通網を考えるために、行政、交通事業者、町民を

含めて地域交通の現状や将来について意見を出し合い、町民にとって最適な移動手段を検

討する「地域交通検討会議」の開催にあたり、公募による委員の募集を行います。 

（資料に基づき説明） 

 会議を６月から予定していますが、新型コロナウイルス感染症の状況を見る中で出来る

段階になったら開催、書面会議等も考えて徐々に進めていきたい。 

 また、「とくし丸」についても順調にスタートしています。 

 

記者）「地域交通検討会議」は、元々ある会議なのでしょうか。 

⇒公共交通を検討する会議はあったが、地域交通全体を考えるのはなかったので、

課題を整理する中で検討するように設置しました。 

町長）公共交通だけでは足りない。全体として考えないといけないので、ワークショッ

プ形式でご意見を出し合って制度設計をやり直したいということ。 

 

・「新型コロナウイルス感染症」高齢者として気をつけたいポイントについて 

（福祉課 高齢者福祉係、健康推進課 健康づくり支援係） 

新型コロナウイルス感染防止のために、多くの高齢

者がお家で長い時間過ごしていることが想定されま

す。動かないことでの健康への影響が心配されますの

で、別紙チラシを全戸配布させていただきました。内

容は、運動、栄養、お口のこと、支え合いが大切とい

ったことが書かれています。 

３密を避けながら、皆さんに出来ることを意識して

いただくきっかけとなればと思います。（資料に基づ

き説明） 

チラシ以外に自宅で出来る体操「新元気体操」町の

体操を町の専用チャンネルの奇数時間の 15 分から放送しています。町ＨＰからも見ること

が出来ます。 

それ以外にも、元気にながらトレーニングを４月25日から５月８日まで放送する予定と

なっています。 

（関連して元気体操について説明） 



ポスターを希望する方に、郵送させていただきます。 

体操編とストレッチ編があり、もみじチャンネルではストレッチ編を流していますが、

もう少し活動量の大きい体操編というポスターもありますので、ご希望の方へは取り急ぎ

郵送で対応させていただきます。 

また、自宅でも出来るトレーニングを町HPで紹介できるように準備を進めていきます。 

 

記者）チラシの全戸配布というのは、町広報紙といっしょに送付されるものですか。 

⇒そうです。 

記者）この体操は、町独自のものですか。 

⇒そうです。 

町の健康運動指導士と作業療法士で、10年ほど前に作った体操になります。 

 

・オンライン座談会「おうちで話そう みのわまち ほどほどの田舎トーク」について 

（みのわの魅力発信室 U・I ターン推進係） 

町では移住・定住を検討される方に対しまして、相談を受け付けています。また、空き

家バンクの紹介等もし、検討していただいています。 

東京や名古屋で行われる移住セミナー等にも参加しＰＲしてきていますが、新型コロナ

ウイルス感染拡大防止によりそのような機会が減少していること、町外からの受け入れの

リスクを考慮し、収束後の移住促進をし人口減少対策を進めていくため、オンラインを活

用した非対面式の移住相談セミナーを開催したいということで、今回企画したものです。 

（資料に基づき説明） 

全国から開催を募り、ゲストスピーカーに元箕輪町地域おこし協力隊員のルーカス尚美

さんを招き、移住のきっかけや住んでみての感想を話ししていただいたり、町職員から町

の紹介や移住に関する支援策の紹介させていただき、参加者から質問を受ける機会とした

いと思います。 

また、移住を決めていただくだけではなく、こちらの移住者や町職員との関係を築いて

いくことを目的に行いたいと思います。 

今回が初めての取組みとなりますが、今回の状況を受けて、今後度々開催していけたら

と考えています。 

 

記者）どこで行うのですか。 

⇒ルーカスさんについては、ゲストハウスをやられていますので、そういった環境

を見ていただく意味でもご自宅でやていただきます。 

なお、町職員と地域おこし協力隊員は、役場会議室等でと考えています。 

 

記者）参加特典であるオリジナルトートバックの進呈は、どのように行うのか。 

⇒会議の中で資料を表示したり、チャットで文字・テキストでご案内できますので、



申込みホームのURLを掲載させていただき、ご希望の方はそこから登録いただき、

その情報を基に後日郵送させていただきます。 

 

記者）参加される方は、どのように募っていくのですか。 

⇒インターネットを使った告知をしています。町HP、県の楽園信州ポータルサイト、

SNSを活用して拡散して、お誘いしたいと思います。 

 

記者）これは、あとから記録を見直したりするのでしょうか。 

⇒記録は取らせていただこうかとは思いますが、一般に内容を公開することは現在

予定はありません。ただし、オンラインでの配信には今後力を入れていきたいと

思いますので、動画を作ってインターネット上に公開するなどは進めていきたい

と思います。 

 

町長コメント 

 本年度もよろしくお願い致します。 

今の状況ですと新型コロナウイルス対策に万全を期していかなくてはいけないというこ

とで、何点か今の町の方向性につきまして対策に絞ってお話しします。 

状況でありますが GW に入るということもあり、町民の皆様には自宅待機とか人との接

触を減らすという意味合いで広報活動を積極的にしていかなければいけないと思っており

ます。 

保育園、学校の対応を今後どうするかが課題になりますが、保育園は本日付で在宅保育、

登園の自粛を５月１０日まで延長するという連絡を保護者の皆さんに差し上げております。 

学校については現時点では判断が出来ません。したがって現状では４月３０日前後にな

らないと判断が出来ないと思っていますのでその時点でお話ししたいと思います。 

遠隔授業をある程度取り入れざるを得ないと考えますが、課題の一つは、パソコン環境・

ネット環境をもっていない家庭もあるということ。 

それについては現在調査中で、その結果により出来るだけ早い段階で遠隔授業が出来る

ような形にしたいと思います。 

緊急融資対策でありますが、いち早く緊急融資ということで対応させて頂きましたが、

４６件６億２００万円というところでいったん区切っております。 

県が 28 日に新しい制度融資を作りますので、それに上乗せをする形で再開したいと考え

ております。 

これも出来上がり次第発表します。 

医療施設、福祉施設につきましては、消耗品等の購入等が大変かと思いますので、臨時

議会終了後ということになりますが、４月30日に診療所と歯科医、福祉施設に副町長以下

が若干の応援金を持ち廻りたいと考えております。 

特に福祉施設の皆様には大変ご苦労をいただいており、施設の皆様に患者が出ないこと



を本当に祈っております。福祉施設の皆さんにはそれに対する感謝の意を表したいと思っ

ています。 

 飲食テイクアウト、デリバリーについては、先ほど申し上げたとおり応援施策を始めま

す。GW中に出来るだけ使っていただきたいということもあり、来週早々には正式なものを

プレス発表します。 

町村会等にお願いしているのですが、臨時交付金拡大をしていただかないと自粛要請を

している皆様に対する県と町が負担する支援金について十分な対応が出来ないということ

になりますので、町としても県に対してお願いしていかなければいけない状況にあると思

います。 

 

記者）応援金ですが、町内にある診療所や歯科医等全てに対して、感謝の意で配るもの

ですか。 

町長）全部で３６施設だと聞いております。 

診療所、歯科医に２０万円。感染予防用の備品の調達に使っていただきたいと考

えています。 

 

記者）町として飲食店に対して要請を検討しているものはあるか。 

町長）飲食店に対する自粛要請についてですね。 

町が把握している県からの要請機関については電話をし、基本的には全ての店舗

でご了承いただいている。 

ただし、町でも確認しきれていない部分もあり、最近始めたという店舗は分から

ないところもあります。 
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５ 質疑 

次回開催日程  ５月 25 日（月）午前 11 時 00 分 203 会議室 
















